
禽
津
盆
地
に
於
け
る
核
心
衆
蕗
の
分
布

(閲
岩
窟
什
)

(
地
方
的
小
核
心
宋
罫
の
研
究

二

)

山

口

禰

1

那

一
､
緒

言

純
=3
柑
よ
み
在
る

l
地
域
に
略
々
等
密
度
に
党
蕗
が

分
加i
L
で
ゐ
る
場
各
は
､
を
の
核
心
衆
蕗
も
略
々
等
距

離
に
磯
越
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
と

い
ふ
考
の
下
に
'
骨

津
盆
地
に
フ
ィ
ル
ド
を
と
つ
て
種
々
の
作
業
を
試
み
カ

本
稿
は
そ
の
作
業

の
二
'
三
に
就

い
て
託
し
た
も
の
で

あ
る
｡
御
高
教
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
O

二
七
地
方
的
核
心
繋
落
相
互
の

距
離
に
就
い
て

(
-
)地

方
的
核
心
党
渉
の
大
き
rb
及
び
相
互
の
距
離
､
即

ち
密
度
は
を
の
地
方
の
農
村
の
戯
買
カ
に
依
っ
て
定
ま

る
も
の
七

あ
る
｡
而
し
て
そ
の
位
置
は
そ
の
農
村
の
生

産
地
城
を
遠
心
力
の
圏
内
と
み
て
略
々
そ
の
中
心
地
鮎

に
磯
連
す
る
の
を
常
態
と
す
る

｡

骨
沖
盆
地
に
於
け

る
核
心
舘
鮪
の
分
却

(

I

,
)

佐々
木
彦

一
郎
川
撃
士
は
市
場
圏
の
地
相
的
限
界
在

る
論
文
に
於
て
書
生
氏
の
調
査
を
引
用
さ
れ
､
朝
鮮
に

於
で
は
中
心
相
場
脚
に
あ
る
各
市
場

へ
の
卒
均
距
離
は

1
五
1

一
七
粁
ほ
な
っ
て
ゐ
る
､
六
九
･三
%
は
二
〇
粁

(ec)

以
内
に
あ
る
と
言
は
れ
で
ゐ
る
｡
佐
々
木
晴
治
排
撃
士

7g
市
場
圏
の
限
堺
が
二
〇
粁
で
あ
る
罫
を
述
べ
て
ゐ
る

こ
の
距
離
は
そ
の
都
市

の
大
き
さ
に
依
っ
て
限
～,L
在
-

(4
)

延
長
さ
れ
る
も
の
で
は
な
-
'
そ

の
地
方
の
壁
産
着
と

消
費
者
と
が
相
互
し
て
交
易
敢
行
ふ
場
合
'
馬
車
叉
は

(J･,I)

徒
渉
に
ょ
る

一
日
往
復
の
距
離
が
標
準
と
な
-
'
嚢
虫

市
の
如
き
も

一
般
に
取
引
時
間
を
加

へ
て
十
二
時
間
を

越
ゆ
る
事
は
稀
で
あ
ゎ
､
距
離
に
於
で
二
〇
粁
む
越
ゆ

る
串
は
老

い
｡

責
九

三
1



莱 __-_∴ _･川.____-,T･.'

ゝ 核 心 榔 7け州立 の距離

34567 8 9 10ll1213 14151617

5.9 10.4 11.5 13.0
(本郷) (.i.lH1D(掛り)(放下)7.3 11.8

(CJg.JJJ) (,奴1り
9.0 11.8

(鞄川)(iL.-.I;n)
5.4

(ヰこ郷)

6.5-
(-)jr沖E.)

12.5 13.5 14.3
(小松)(T.I.ll-lLA)(I,-Ji場)

11.5 120 15.0
(米紙)(小粒) (何内)

10.6
(小松)

16.0
(小松)

13.0
(小松)

8.3 11.3 12.7
(山ノ淀)(長崎)(天蛍上ノ山)
7,5 83 95 12.0

(波打江)(r'け:i)(大塊)(米粒 )
6.8

(Af.描)
5.0 6.5

(長帖)(山iI:A)
5.5

(抑TLTL])

4.5
(長崎)

6.0
(F'1ポ)

3.5
(大前frT)

95
(人-iJi'i)

11.7
(Ji1.-til);)

ユ0.5
(Li.Jr:い

9.4
(jr'_畔〕

14.0
(尾花曙)

地

;味

妨
十

六
億

三
二



S=津
枕
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け
る

核
心
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の
分
和



あ
る
各
珊
場

へ
の
距
離
は
五
(
尾
去
樺
村
)､

1
0

(宮

川
付
)'

一
一
(
毛
馬
内
町
)､

-i
三
(大
場
村
)
､

1
人

(
小
坂
町
)粁
で
余
部
二
〇
粁
以
内
で
あ
る
｡

然
し
==A
肘
の
鎌
産
地
域
の
帰
が
､
各
棟
心
都
市
の
市

場
圏
の
中
露
よ
り
飴
-
に
小
な
る
縦
谷
等
の
場
各
は
'

そ
れ
等
の
核
心
都
揃
閏
の
距
離
は
柵
々

延
長
ru
れ
る
戒

に
;･3
ふ
｡
本
稿
は
主
と
し

て盆
地
た
取
扱
ひ
､
谷
に
重

き
を
お
か
な
か
っ
た
が
.

無
し
浦
島
腺
申
迫
-
阿
武
隈

川
流
域
史
け
計
参
考
に
取
-
て
み

る

と
相
々
盆
地
は
於

け
る
と
同
様
の
観
が
あ
る
｡
そ
し
て
や
は
-
二
〇
粁
を

鵡
過
す
る
も
の
は
極
-
柿
で
あ
る
｡

T

)

火
水

龍
七

地

方
祁
巾

地
桝

堺
評
論

節

七容
凹
雛

地

拭

解
十
六
億

(‖
)宿

場
町
相
互
の
距
離
も
大
約
二
〇
粁
に
相
普
す
る
ら

し
い
｡
兼
北
表
日
本
の
諸
盆
地
申
､
岡
上
は
放
て
筆
潜

の
測
定
せ
る
核
心
部
輔
の
距
離
も
第

一
敦
の
如
-
横
手

盆
地
の
角
館
町

･
六
郷
町
間
を
除
け
ば
二
〇
肝
を
越
す

も
の
は
な

い
｡

(7
)

鹿

角
盆
地
は
於
で
も
中
心
市
場
の
花
輪
町
の
用
観
に

ニ
七
二

二
川



J′.I ~青さ
Jヽ ) ＼J＼J

件
々
水
路

山
桃

休

々
木
精
的

(

5
)

酉

水
孜

郎

(
6
)

作

々
木
綿

椅

市
場
糊

の
他

州

的
限
非

市

場

町

の
研
究

洗
米
抑
虻
郊
に
於

け
る
土
地
刑
凡

祈
場
町
の
研
究

第

一

同

人

地 地 地 地

口 警 蒜 監 琵 苧 ;IE;醍
≡瑚 L容 抑 円材 怨紳
輔 桝 十諭 帖 桝 八諭

分 光 二 光 批圭脆

三
､
曾
津
盆
地
に
於
け
る
繋
落
の
分
布

並
び
に
人
口
､
核
心
人
口
の
分
布

(I
)

愈

津
盆
地
に
放
け
る
架
群
の
分
布
は
略
二

〇
〇
米
の

等
高
線
以
上
即
ち
盆
地
の
周
縁
は
よ
-
多
-
存

在
す
る

(2･こ

(E=)

期
の
如

き
現
象

は

舵

角
盆
地
及

び

奈

良
盆
地
は
於
.tJ

布

固

[コoE] ･ E∃2-3

(;
津
紘
地
に
於
け
る
核
心
雅
箔
の
分
祁



地

域
雛

二

節
十
六
食

餌
桝
扮

問

核

心

人

口

分

布

閲

□0日 . 員 2･3買 日 置 ･r -

(
･-
)

も
見
ら
れ
､

佐

々
木
理
撃
士
の
購
介

ruれ
ね
ヮ
イ
ル
氏

の
盆
地
型
な
る
名
銅
を
附
r
uJれ
た
も

の
で
あ
る
｡

抜
心
栄
群
も
組
べ
て
盆
地
の
川
縁
に
古
居
す
る
｡
今

(ユ

人
目
の
分
布
状
態
を
知
ら
ん
が
馬
め
に

､

三

浬
氏
の
数

(り)

ふ
る
方
法
捉
よ

-

筆

者
の
作
製
せ
る

tt
鮎
む

.i
C
3
人

と
せ
る
ド
ッ
ト

マ
ッ
プ
に

一
速
寮
長
五

C
白
米
の
方
眼

計
.･被
せ
て
ド
ッ
-
を
数

へ
t
等
密
度
線

を
描

い
て
見
た
｡

こ
れ
に
よ
る
と
盆
地

の
略
申
姑
h
承

流
す
る
大
川
流
域

に
種
皮
が
少
な

い
､
そ
し
て
他
は
殆

ル
ビ
大
差
な
き
も
､

山
麓
の
核
心
都
市
附
近
は
濃
厚
で
あ
る
｡
筆
者
は
問
は



次
の
如

d
J作
業
に
煉
っ
て
核
心
人
口
の
繊
度
岡
の
作
製

を
試
み

た
｡

(

7
)

核
心
人
口
と

は

前

塙
に
於
て
算
出
&
.試
み
た
如
-
､

全
人
口
よ
り
､
=:聖

水
､
錬
業
人
口
を
引
き
去
か
カ
る

数
で
あ
る
､
今
,J
の
接
心
人
口
に
勤
し
一
瓢
を

一
〇
〇

人
と
L
i;
町
村
別
に
鮎
を
打
っ
て
い
っ
た
｡
そ
の
ド
ッ

ト
の
付
置
む
決
定
す
る
ほ
は
あ
ら
か
じ
め
骨
津
盆
地
の

粂
衆
群
の
踏
査
を
蓬
げ
､
iiiと
し
て
商
店
の
多

い
祭
渉

は
打
ち
､
適
潜
在
架
群
の
見
潜
ら

な
い
場
合
は
そ
の
町

村
の
略
中
央
は
打
っ
た
｡
披
締
約
に
は
珊
歯
の
不
安
も

あ
る
が
､
分
布
の
傾
向
は
察
し
翻
ら
れ
る
も
の
と
椙
ず

る
｡
第
二
次
作
業
よ
-
は
先
の
人
口
密
度
問
の
作
製
と

同
様
に
､

.i
過
賞
長
五
〇
〇
米
の
方
眼
を
被
せ
､
ド
ッ

ト
を
敗

へ
等
密
度
組
む
引
い
た
｡
之
れ
ほ
依
っ
て
観
察

す
る
に
､
核
心
人
目
の
盆
地
周
縁
地
帯
に
多

い
部
は
先

の
集
落
分
布
並
び
に
人
口
分
布
よ
り
､
よ
-
著
し

い
雄

を
知
-
得
た
｡
;Lm
か
も
本
郷
町
が
陶
磁
器
工
業
地
な
る

た
め
核
心
都
市
と
し
て
の
考
慮
か
ら
除
け
ば
､
核
心
人

目
の
密
庇
の
大
在
る
部
分
は
略
等
距
離
は
分
布
し
て
ゐ

る
0

付
津
故
地
に
於
け
る
核
心
規
格
の
分
和

(-
(
6

(2
(

4

川

‖
棚

丁
郎

件
々
木
繕

い
郎

(3
〕
四

日

a
r
凹
邸

(
5

)

三

枠

脇

柑

(
7

)

川

口
弼

1
郎

中
川

紘
地

に
於

け

る

雅
格
の

一
考

炎

先

地
雅
･桁
の
碑
構

奈
息
盆
地

の
雅
搭

ilTJ. 地 地
,新 二蝶 節州 節州
五 二桝 九 敬

啓 怨抑 怨宵

人
目
分
布
榊

の

に
鵬
す
る

1
考

地
排
解

第
六
怨評 ll_L) 九愉 四
三･h一給 脱 舵 批

舵

小
野
新
町
に
就

い

地
球

て

第
十

:<

港

六
蛇

E
Z.
盆
地
底
面
積
と
人
口
並
び
に

核
心
人
口
と
の
関
係

一
地
域
内
に
於
て
農
村
人
口
が
等
密
度
に
分
布
し
て

(1)

屠
る
場
合
を
と
-
そ
し
て
農
村
は
放
け
る
各
個
人
が
略

々
等
し
い.購
買
力
を
も
っ
て
ゐ
る
と
順
走
す
れ
ば
､
農

村
は
依
っ
て
珪
活
す
る
都
市
の
人
口
は
そ
の
都
市
の
商

業
的
勢
力
圏
と
舶
閥
し
て
ゐ
雨
は
な
ら
な

い
｡
然
し
貸

際
に
於
で
各
佃
人
の
資
力
'
年
齢
､
性
別
､
町
へ
の
距

離
等
ほ
使
っ
て
此
の
推
足
は
完
傘
で
は
な

い
｡
本
頃
も

甲
は
机
上
の
計
算
に
絶
っ
た
も
の
が
多

い
.

L批
〓

愈
津
盆
地
に
於
け

る

盆

地

底
の
面
積
は
五
常
分
の

7

地
形

岡
上
ほ
て
塞
測
せ
る
結
果
に
伐
る
と
約
三
九
九
卒

T:蓋

三
七



血

球

的
十
六
篠

方
粁
あ
る
｡
大
正
九
年
間
数
調
査
に
依
る
細
人
口

一
九

九
､
二
五
六
人
中
､
核
心
的
人
口
八
五
､
八
九
〇
八
㌧
農

村
人
口
(農
･水
･触
業
人
口
)は
封
す
る
比
は

1.3
2
:1

で
あ
る
｡
核
心
都
市
の
み
(若
枚
∴
潜
多
方
･坂
下
工
荷
田

本
郷
･鯉
川
)
の
接
心
人
口
は
五
六
､
0
0

.i
人
で
'
そ

の
他
の
人
目

山
四
rH
t
二
五
五
は
封
す
る
此
は

21
5
5
:

)
と
な
る
｡

乙
の
五
六
､
〇
〇

一
人
が
鵜
川
に
あ
っ
て

地
方
良
材
の
購
買
力
･/k
満
た
し
､

一
方
農
相
の
人
目
に

(りこ

依
っ
て
文

へ
ら
れ
で
ゐ
る
の
で
あ
る

｡

東

本
氏
の
農
相

収
益
の
分
配
人
目
な
る
意
味
も
乙
の
核
心
的
人
口
む
農

村
は
分
配
し
て
鎌
清
上
の

一
圃
膿
む
構
成
す
る
と
み
る

考
の
様
に
皿
は
れ
る
｡
rJ
の
踊
係
を
基
礎
と
し
て
そ
の

核
心
都
市
の
勢
力
範
囲
,<Tj算
出
す
る
に
は
次
の
如

き
方

法
を
用
ふ
る
事
が
川
凍
る
｡

琴
㌣
単
頚
oD
琴
EJ
l
コ

x
(1十
2
･
53)
小
-
2F
叫

等
8
月

i,;)
^

コ

(
空
か
)
9
9
256
^
i
･
3
9
9

=
49911
i

^
)

計
外
の
約
兆
は
攻
の
如
-

に
な
る
｡

･ト JI上キー.:

郷 下 松

二
六

1

晋
各

方

六

六

三
〇

..･J
I

二

光

.i

.jj

舵

‖

:

節
桝
雛

二

男

三
八

.Z
隼
方
針
未
満
は
四
捨
五
入
し
た
の
で
組
計
に
放
て

三
九
八
平
方
粁
と
な
-

-L
平
方
粁
む
減
じ
て
ゐ
る
が
考

察
に
は
蝕
む
影
響
し
な

い
J
Jみ
て
修
正
は

し
な

か

っ

た
｡
然
し
こ
の
数
は
貸
地
踏
査
に
よ
る
都
村
的
勢
力
範

閲
に
此
し
/し
何
れ
も
少
で
'
若
松
郎
の
み
非
常
に
憐
大

TTJれ
て
ゐ
る
｡
こ
れ
は
若
於
市
が
他
の
核
心
都
浦
の
ま

ね
核
心
を
占
め
る
為
で
あ
る
｡

次
ぎ
ほ
人
口
分
布
閲
並
び
に
核
心
人
口
分
布
閲
の
.i

鮎
を

一
〇
〇
人
と
し
､
被
せ
た
方
眼
の

一
也
を
薯
長
五

〇
〇
米
と
し
た
串
に
就

い
て
附
言
す
る
.

盆
地
底
の
面
積
が
三
九
九
卒
方
粁
あ
っ
て
楓
人
口
が

一
九
九
､
二
五
六
人
で
あ
る
か
ら
､
等
密
度
に
分
布
し

て
ゐ
る
も
の
と
し
て

一
C
O
人
の
人
口
&
.含
む
地
域
を

正
方
形
と
み
れ
ば

一
速
の
長
ru
は
四
四
七

･
旭
光
と
な

る
.
故
に
そ
の
近
似
値
を
と
っ
た
73:の
で
あ
る
が
叉
次

の
如
き
計
算
よ
-
73
近
似
値
が
得
ら
れ
る
｡

-i
人

1
年
の
平
均
食
料
米
は
約
四
俵
と
み
ら
れ
る
｡

蕉
所
壁
紙
計
が
約
そ
の
三
槽
か
!
る
も
の
と
す
れ
ば

一

年
の
珪
清
聴
社
会
部
米
に
換
算
す
る
と
十
二
俵
に
な
る



曾
律
盆
地
に
放
け
る

一
段
歩
の
卒
均
収
入
は
約
六
億
で

あ
る
か
ら
､

一
人
宛
二
段
歩
を
婁
し
平
方
キ

ロ
米
に
換

算
し
､
総
人
口

一
九
九
､
二
宜
六
人
を
支
ふ
る
面
積

は

約
三
九
茄
平
方
粁
と
な

っ
て
､
筆
者
の
岡
上
に
於
で
測

定
せ
る

三

九
九
平
方
キ

ロ
粁
と
近
似
し
て
ゐ
る
｡
そ
れ

で

<i
C
C
O
人
を
支
ふ
る
面
積
を
計
算
す
れ
ば
正
方
形

と
し

て
-i
漫
凹
四
五
｡
四
米
と
な
る
｡
(
参
考
迄
に
附
託

す
る
と
､

一
世
珊
畢
均
人
口
は
五

･
五

で
あ
る
か
ら
､

そ
の
珪
活
計
支
ふ
る
段
別
が

lE
町

一
段

･
正
方
形
と
み

克l
ば

一
題

の
長
さ
が

一
〇
凹

･
四
米
と
な
-
'
即
ち
約

二
速

1
0

0
米
の
新
地
に

一
世
昔
が
文

へ
ら
机
で
ゐ
る

即
に
な
る
)

以
上
の
様

々
な
計
算
は
筆
者
の

胆在
る
試
み
で
あ

っ

て
'
吟
味
を
婁
す
る
鮎
が
多

い
O
御
数
示
む
典

へ
ら

る

れ
ば
車
載
で
あ
る
｡

(1
)

取
木

化
七

的
訟
撃
二
六
八
訳

(-
)
梁

聖

雄

雌
慧

分
配

他
宗

諾

節
七
倍
五
紙

誹
一

hJ
鵜
分
ノ
一
地
形
岡
加
納
･潜
多
カ
･米
松
の
三
脚
幅
に
令
ま

る
･J
六
十
三
叩
町
村
の
舵
地
底
研

和
で
､
収
糊
解
瓦
版
雅
搭
分

骨

沖
盆
地
に
於
け
る
核
心
媒
拓
の
分
布

均

…

6

6

.ゝ

1

9

引
叩

1
-ヽ･

1

1..:
:;

9 10 11 12

104 11.5
(料ll)/柳 川)

li■8
〔坂下)

表 第

核心人亘 ㌻ 一連 = = 二重7 8 9 10 11

(,.還･,71) (護衛 ) ｡諾怠)
10.4 11.8

11.5
(若松)

7.3･ 9.0

(寄多方)(版下)

加
叩脚

の
川
地

を
炊
-
地
域

に
州

常

す
る

肌
朋

｢
骨
抑

盆
地
に
於
け

る
人
目
構
成

の
総
計
的
耶

妃
｣

(
未

発

衣
)

の
作
業

と
始
終
を
保

つ
鵜
め
に
本

桁

の
作
灘
も

虫
と
し
て
こ

れ
韓
三
岡

陶

土
で
行
っ
た

:栄.:松 了tJ

賓多方町

城 下 町

前 川 町

撚 川 MT



地

球

第
十
六
徐

五
'
核
心
祭
藩
の
等
距
離
性

一
地
域
は
於
け
る
核
心
来
群
の
分
布
は
､
そ
の
地
域

内
に
於
け
る
握
酒
的
分
布
が
均

:i
で
あ
る
場
(
=
ほ
は
略

々
等
距
離
は
敏
速
す
る
傾
向
を
も
つ
'
愈
津
盆
地
に
放

て
本
郷
町
を
特
殊
工
業
地
と
し
て
核
心
衆
群
よ
-
除
外

す
れ
ば
､
相
互
の
距
離
は
第
三
表
の
如
く
に
在
る
0

各
部
を
平
均
す
れ
ば

一
〇
㌧
六
粁
と
な
か
,
敢
大
と

敢
小
と
り
差
は
五

｡
七
粁
ほ
て
､
各
都
市
の
平
均
差
は

最
大
手

○
肝
.
各
部
の
平
均

一
〇
･六
に
封
L
で二

割

八
分
に
過
ぎ
ぬ
｡

一
〇

二
ハ
粁
が
何
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
た
か
を
考
察

す
る
に
､
愈
津
盆
地
は
東
西
約

一
〇
粁
'
南
北
約
四
〇

粁
で
あ
る
か
ら
､
盆
地
周
縁
に
核
心
柴
路
の
鍍
連
す
る

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

一
般
性
が
あ
る
も
の
と
す
れ
ば
'
約

一
〇
粁
の
距
離
は

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

即
ち
盆
地
の
東
西
の
距
離
に
鼎
督
す
る
邦
は
在

る

｡

,J

れ
は
叉
恐
ら
-
盆
地
周
縁
は
核
心
衆
路
の
登
連
す
る
一

問
と
在
っ
て
ゐ
る
で
は
夜
か
ら
う
か
｡

核

心
郵
相

の
平
均
距

離

は
､

苗

多
方
町
を
除
け
ば
都

市
の
総
人
口
並
び
は
核
心
人
目
に
比
例
し
一,J
ゐ
る
｡

節
四
雛

嘉
八

四

〇

次
ぎ
ほ
若
松
柿
が
各
棟
心
都
市
の
中
心
と
な
っ
て
練

制
し
て
ゐ
る
意
峡
を
距
離
と
そ
の
郡
市
の
も
つ
核
心
人

目
の
相
補
か
ら
み
れ
ば
'

表 匹‡ 第

･㌧ ､r‥.;..-..:.:;J.･:･∴h-･.::
音多分mr

奴 下 町

満 [tl町

鮮窪川 町

高
例
町
と
鹿
川
町
と

が
距
離
に
於
で
反
封
に

な
っ
て
ゐ
る
外
ー
他
は

順
位
に
な
っ
て
み
る
0

然
し
こ
れ
等
の
槻
係
は

各
典
例
を
含
む
の
み
な

ら
ず
'
何
魔
ま
で
畳
的

闘
係
が
あ
る
か
は
不
別

で
あ
る
｡
悲
ら
-
は
盆

地
底
の
塵
酒
的
分
布
の

不
均
.i
､
盆
地
外
と
の
闘
係
ー
都
市
の
教
生
的
意
味
等

種
々
人
文
地
排
撃
上
の
交
錯
さ
れ
た
非
情
が
あ
-
､
斯

-
簡
軍
は
都
柿
間
の
等
距
離
性
を
論
及
す
る
串
は
困
難

で
は
夜
か
ら
う
か
｡

大
､
結

論

骨
津
盆
地
に
於
け
る
核
心
部
仰
の
分
布
､
就
中
等
距



離
性
は
就

い
て
考
察
を
試
み
iJ
が
ー
研
完
は
兼
敏
で
あ

-
p
拙
論
を
翻
る
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
｡
引
き
頂
き

多
-
の
フ
ィ
ル
ド
を
と
-
'
種
々
の
婁
境
に
就

い
て
研

究
を
頂
け
る
租
-
で
あ
る
｡
終
-
に
常
研
究
に
御
助
言

を
賜
っ
た
誹
北
壁
に
厚
-
戚
糾
申
し
上
げ
ま
す
｡

(昭
利
六
年
六
月
下
旬
)

新

課

目

本

地

撃
論

文

集

二

七
)

ラ

イ

ン
-

甲

山

遺
託

(
≡
)

｢

京
都
か
ら
美
濃
境
ま
で
(続

き
)

潮
田
か
ら
宇
治
川
に
約
う
で
伏
見
は
到
る
路
が
あ
る

が
中
山
道
は
約

一
旦
以
上
距
つ
ね
草
津
の
方
に
向
ふ
'

草
津
で
尭
梅
道
は
兼
に
曲
が
る
｡
ケ
ン
プ
エ
γ
は
夙
に

乙
～
ほ
特
に
美
し
-
七
枚
に
作
る
馬
め
は
採
収

r
uれ
る

竹
の
根
に
就

い
て
述
べ
で
ゐ
る
｡

｢
そ
乙
に
は
苦

い
散

薬
が
調
製
さ
れ
る
｣
誹
こ
川
詣

紬
と

い
ふ
彼
の
他
の
･F=

事
で

一
八
七
五
年
夏
の
rJ
と
お
皿
以
出
す
'
そ
の
時
私

は
ケ
ル
ン
生
れ
の
益
友
博
士
ケ
-
ニ
ヒ
ス

(K
ce
n
ig
s)

君
と

一
弾
に
名
古
屋
か
ら
呆
都

へ
の
格
で
草
津
を
通
過

し
た
○

潮
滞
日
本
地
撰
机仙
支
払

詳
し
-
云
ふ
と
草
津
に
着
-
前
'
ま
だ
東
海
道
上
で

む
か

予
等
は

1
肝
の
宿
屋
に
立
寄
っ
た
'
此
の
家
の
封
S
に

甚
だ
古

い
大
き
な
薬
屋
が
あ
る
｡
二
階
家
の
下
の
店
に

蕊

弧
-
釧

つ
ね
縁
の
あ
る
二
つ
の
古

い
頻
が
懸
っ
て
ゐ
ね

其
の

1i
っ
ほ
は
主
人
の
名
が
大
き
を
藍
色
の
支
那
字
で

背

い

てあ
-
.
他
の
額
に
は
も
つ
と
大
き
な
金
字
で
醐

敢
丸

とあ
る
｡
此
の
有
名
な
樺
色
の
丸
薬
は
見
本
と
し

て
大
を
盆
の
上
は
聴
か
れ
て
あ
っ
た
｡
予
は
其
の
二
十

粒
を
玉
座
(
聖

へ
ニ
ッ
ヒ
)
で
買
っ
た
､
rJ
の
薬
は
茎
向

蓑
を
起
源
を
有
す
る
外
は
我
々
の
率
と
比
べ
て
甚
だ
廉

偲
で
あ
る
と

い
ふ
大
d
J在
優
越
在
る
鮎
を
有
す
る
｡
予

二
光

即
!


